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鈴
木

　
聡
子

　
提
出

　
学
位
申
請
論
文

　
　
『
神
社
年
中
行
事
形
成
の
研
究
』
審
査
要
旨

　
　
　
　
　

論
文
の
内
容
の
要
旨

　
本
学
位
申
請
論
文
は
、
古
代
の
、
と
く
に
平
安
時
代
か
ら
中
世
に
お
け
る
神
社
の
年
中
行

事
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
形
成
と
展
開
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
構
成
は
、
六
章
か
ら

成
り
、
そ
の
前
後
に
序
文
と
結
び
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
第
一
章
の
「
神
社
年
中
行
事
研
究
の
現
状
と
そ
の
意
義
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
神
社
年
中
行

事
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
理
由
と
原
因
を
探
り
、
近
現
代
に
お
け
る
年
中
行
事

研
究
の
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
そ
の
原
因
を
導
き
出
し
て
い
く
。
ま
た
、
神
社
年
中
行

事
の
史
料
収
集
と
整
理
が
不
十
分
な
現
状
を
報
告
し
、
ひ
ろ
く
神
社
年
中
行
事
史
料
を
把
握

す
る
目
的
で
、
古
代
・
中
世
に
絞
っ
た
「
神
社
年
中
行
事
史
料
一
覧
表
」
を
提
示
す
る
。

　
第
二
章
の
「
神
社
年
中
行
事
の
構
成
と
特
徴
」
で
は
、
お
も
に
国
家
・
朝
廷
と
深
い
関
係

【本文】B5_縦組_伊東聡子先生.indd   1 2019/02/23   14:04:35



－ 3 － － 2 －

を
も
つ
伊
勢
神
宮
・
賀
茂
別
雷
神
社
・
石
清
水
八
幡
宮
、
松
尾
社
、
住
吉
社
な
ど
の
神
社
年

中
行
事
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
年
間
を
通
し
て
展
開
す
る
神
事
・
行
事
の
構
成
と
特
徴
と

を
論
じ
て
い
く
。
そ
の
結
果
、
各
神
社
の
共
通
し
た
特
色
と
し
て
、
朝
廷
で
行
な
わ
れ
る
行

事
と
連
動
し
て
い
る
行
事
で
あ
る
節
日
行
事
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
稲
の
生
育

に
関
わ
る
行
事
が
多
い
こ
と
な
ど
を
論
じ
る
。

　
第
三
章
の
「
神
社
年
中
行
事
形
成
過
程
―
個
別
神
社
の
節
日
行
事
を
中
心
に
―
」
で
は
、

節
日
行
事
を
取
り
上
げ
、
藤
原
氏
の
氏
神
で
あ
る
春
日
社
を
事
例
に
、
藤
原
摂
関
家
・
氏
長

者
と
神
社
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
、
そ
の
形
成
過
程
を
論
じ
る
。
ま
た
、
朝
廷
と
の
深
い
関

係
を
も
つ
宇
佐
宮
に
お
け
る
節
日
行
事
に
つ
い
て
、
天
満
宮
安
楽
寺
と
の
関
係
を
と
お
し
て

論
証
し
、
と
も
に
平
安
時
代
後
期
の
朝
廷
・
氏
族
と
の
関
係
性
を
考
察
し
て
い
く
。

　
第
四
章
の
「
神
社
年
中
行
事
の
形
成
過
程
と
国
家
行
事
の
関
係
―
節
会
に
焦
点
を
あ
て
て
―
」

で
は
、
朝
廷
に
お
け
る
節
会
と
神
社
の
節
日
行
事
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
相

撲
節
会
と
神
社
の
九
月
九
日
行
事
、
五
月
五
日
節
会
と
神
社
の
五
月
五
日
行
事
を
取
り
上
げ

て
考
察
す
る
。
朝
廷
で
行
わ
れ
て
い
た
相
撲
節
会
を
国
家
祭
祀
の
性
格
が
強
い
公
祭
を
行
う
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神
社
に
お
い
て
も
朝
廷
行
事
の
一
環
と
し
て
相
撲
行
事
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
五
月

五
日
節
会
で
は
、
石
清
水
八
幡
宮
は
朝
廷
と
の
直
接
的
な
関
係
に
よ
り
、
節
会
の
場
を
神
社

へ
移
し
て
お
り
、
賀
茂
別
雷
神
社
は
朝
廷
と
は
間
接
的
な
関
係
に
あ
り
、
神
職
中
心
の
行
事

と
し
て
の
性
格
が
強
い
こ
と
な
ど
、
朝
廷
は
各
々
の
神
社
の
性
格
に
よ
っ
て
行
事
に
関
与
す

る
形
式
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
第
五
章
の
「
神
社
年
中
行
事
史
料
か
ら
見
る
農
耕
行
事
―
賀
茂
社
・
松
尾
社
・
春
日
社
・
住

吉
社
・
宇
佐
宮
を
中
心
に
―
」
で
は
、
神
社
年
中
行
事
の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
る
農
耕
行
事

に
つ
い
て
、
各
社
の
事
例
を
比
較
し
、
農
耕
行
事
が
神
社
年
中
行
事
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
な

機
能
を
も
っ
て
い
た
か
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。
稲
に
関
す
る
予
祝
や
収
穫
の
行
事
は
、

神
社
独
自
の
行
事
名
・
日
程
に
な
っ
て
い
る
事
例
が
多
い
。
と
く
に
平
安
時
代
後
期
、
朝
廷
と

関
わ
り
の
深
い
神
社
で
は
、
神
領
を
拡
充
し
神
社
の
経
済
基
盤
が
安
定
す
る
時
代
に
、
神
社
が

直
接
在
地
と
の
関
係
に
関
心
を
寄
せ
は
じ
め
る
な
か
で
成
立
し
て
い
っ
た
と
み
る
。

　
第
六
章
の
「
平
安
時
代
後
期
の
神
社
と
神
社
年
中
行
事
の
形
成
に
つ
い
て
」
で
は
、
朝
廷

と
の
関
わ
り
の
深
い
二
十
二
社
と
宇
佐
宮
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
神
社
年
中
行
事
を
み
て
い
く

【本文】B5_縦組_伊東聡子先生.indd   3 2019/02/23   14:04:35
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と
、
節
日
行
事
や
田
植
行
事
の
多
く
が
平
安
時
代
後
期
の
十
一
世
紀
か
ら
十
二
世
紀
に
か
け

て
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
み
え
、
こ
の
時
代
の
歴
史
的
背
景
を
考
え
る
。
そ
こ
に
は
神
社
を
支

え
る
神
社
経
済
と
神
職
組
織
の
整
備
、
そ
し
て
神
社
年
中
行
事
の
形
成
が
連
動
し
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
伊
勢
神
宮
の
年
中
行
事
と
神
宮
以
外
の
二
十
二
社
年
中
行
事
と

の
関
係
性
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。

　
以
上
の
考
察
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
神
社
年
中
行
事
の
史
料
を
素
材
と

し
た
神
社
に
お
け
る
年
中
行
事
の
位
置
づ
け
を
、
特
に
平
安
時
代
後
期
か
ら
中
世
に
至
る
過

程
の
な
か
で
論
証
し
た
神
社
史
研
究
の
論
考
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

　
本
学
位
申
請
論
文
は
、
神
社
史
研
究
の
方
法
と
し
て
、
神
社
に
残
さ
れ
て
き
た
神
社
年
中

行
事
の
史
料
を
素
材
に
、
各
神
社
に
お
け
る
毎
年
の
諸
行
事
で
あ
る
神
社
年
中
行
事
に
焦
点

を
あ
て
、
節
日
行
事
・
農
耕
行
事
を
中
心
に
、
そ
の
受
容
過
程
と
そ
の
展
開
を
、
実
証
的
に
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論
証
し
て
い
っ
た
研
究
成
果
と
い
え
る
。

　
年
中
行
事
の
研
究
は
、
農
耕
儀
礼
を
中
心
と
し
た
民
俗
学
的
研
究
、
国
家
・
朝
廷
と
か
地
域
・

在
地
と
か
を
単
位
と
し
て
成
立
し
て
い
っ
た
行
事
・
儀
式
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
歴
史
学
的
研

究
が
目
立
ち
、
神
社
年
中
行
事
研
究
は
、
諸
国
一
宮
制
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
歴
史
学
的
研
究

の
成
果
は
み
ら
れ
る
が
、
総
合
的
に
神
社
年
中
行
事
を
取
り
扱
い
、
神
社
の
機
構
・
機
能
に

応
じ
て
展
開
す
る
神
社
年
中
行
事
研
究
は
少
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　
本
論
文
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
、
こ
の
方
面
の
研
究
で
は
、
と
く
に

長
野
県
諏
訪
大
社
の
年
中
行
事
・
祭
祀
を
取
り
扱
っ
た
宮
地
直
一
の
『
諏
訪
史
』
第
二
巻
が

高
い
評
価
を
受
け
て
来
た
。
そ
れ
は
個
別
神
社
の
神
社
史
と
し
て
有
効
な
研
究
方
法
で
あ
り
、

宮
地
神
道
史
学
の
真
骨
頂
と
し
て
、
そ
の
後
の
研
究
者
に
受
け
継
が
れ
、
こ
う
し
た
視
点
が
、

戦
前
・
戦
後
の
神
社
史
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
が
、
そ
の
個
別
研
究
の
成
果
を
総
合
的
視

点
で
再
評
価
、
考
察
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
そ
の
意
味
で
も
、
本
論
文
は
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
神
社
年
中
行
事
の
史
料
を
集
め
、
と

く
に
、
神
社
年
中
行
事
が
組
み
立
て
ら
れ
て
い
っ
た
平
安
時
代
後
期
を
そ
の
成
立
期
と
捉
え
、
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形
成
と
展
開
と
を
論
証
し
て
い
っ
た
論
考
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　
本
論
文
の
研
究
対
象
の
中
心
は
、
神
社
年
中
行
事
の
う
ち
の
、
相
撲
節
会
と
五
月
五
日
節
会
・

騎
射
・
競
馬
行
事
と
に
重
点
を
お
い
て
検
討
し
て
い
る
。
律
令
国
家
に
お
い
て
盛
大
に
行
な

わ
れ
て
い
た
節
会
行
事
は
、
平
安
時
代
以
降
、
国
家
的
制
度
の
変
更
と
と
も
に
衰
退
す
る
傾

向
に
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
節
会
は
、
平
安
時
代
後
期
、
十
一
世
紀
以
降
の
神
社
年
中
行
事

の
中
に
導
入
さ
れ
て
い
っ
た
。
と
く
に
、
藤
原
氏
は
春
日
社
の
祭
祀
・
行
事
に
深
く
関
与
し
、

経
済
的
基
礎
を
確
保
し
て
い
く
と
と
も
に
、
神
社
内
部
の
組
織
運
営
を
充
実
し
、
神
職
組
織

の
序
列
化
、
秩
序
の
維
持
を
可
視
的
に
確
認
し
あ
う
重
要
な
行
事
と
し
て
節
日
行
事
を
位
置

づ
け
、
神
社
年
中
行
事
の
な
か
に
導
入
、
体
系
化
し
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
神
社
に
は
神
社
独
自
の
鎮
座
・
創
始
伝
承
に
関
わ
る
祭
祀
を
は
じ
め
、
朝
廷
や
国
司
・
国
衙

が
関
与
す
る
公
的
性
格
の
強
い
祭
祀
・
行
事
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、
一
方
で
は
、
こ
れ
と

は
異
な
る
方
向
で
神
社
農
耕
神
事
が
確
立
す
る
と
い
う
指
摘
も
重
要
で
あ
る
。
古
代
律
令
国
家

の
祭
祀
体
系
と
し
て
、
官
社
制
度
が
確
立
し
、
そ
の
も
と
で
祈
年
祭
・
新
嘗
祭
な
ど
、
神
社
に

委
託
さ
れ
た
班
幣
祭
祀
が
機
能
し
て
い
っ
た
が
、
平
安
時
代
に
な
る
と
早
く
も
形
骸
化
し
、
平
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安
祭
祀
制
で
あ
る
公
祭
・
臨
時
祭
・
二
十
二
社
祭
祀
制
に
移
行
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か

で
神
社
年
中
行
事
は
編
成
さ
れ
て
ゆ
く
。
と
く
に
、
神
領
と
い
う
独
自
の
経
済
基
盤
を
得
た
神

社
が
、
在
地
の
生
活
と
直
接
的
に
関
わ
る
田
植
行
事
を
新
た
に
行
う
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
ら
在

地
に
つ
な
が
る
神
事
が
、
平
安
時
代
後
期
、
鎌
倉
時
代
前
期
に
、
農
耕
の
田
植
・
田
遊
の
神
事

と
し
て
重
視
さ
れ
、
神
社
年
中
行
事
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
。

　
総
じ
て
、
対
象
と
し
た
神
祇
は
、
伊
勢
神
宮
・
賀
茂
別
雷
神
社
・
石
清
水
八
幡
宮
・
松
尾
社
・

春
日
社
・
住
吉
社
・
宇
佐
宮
な
ど
、
神
社
年
中
行
事
の
史
料
が
残
っ
て
お
り
、
国
家
・
朝
廷

と
の
関
係
が
深
い
こ
と
で
、
神
社
の
性
格
に
共
通
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
神
社
年
中
行
事
の

性
格
づ
け
に
共
通
項
を
導
き
出
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
見
解
は
首
肯
す
べ
き
内
容
と
い
え
る
。

こ
れ
は
天
皇
と
特
定
神
社
と
の
間
で
、
平
安
時
代
に
開
始
さ
れ
た
天
皇
の
直
轄
祭
祀
の
体
系

が
整
え
ら
れ
、
特
定
神
社
と
の
関
係
が
緊
密
に
な
り
、
そ
の
系
統
・
体
系
の
な
か
で
、
神
社

年
中
行
事
も
組
み
立
て
ら
れ
て
い
っ
た
と
論
じ
て
お
り
、
納
得
で
き
る
考
察
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
さ
ら
に
次
の
点
に
つ
い
て
、
論
議
を
深
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
本
論
文
で
は
、

限
ら
れ
た
神
社
が
対
象
と
さ
れ
た
が
、
節
日
・
競
馬
行
事
や
田
植
・
田
遊
行
事
が
中
世
諸
国
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一
宮
や
村
落
の
神
社
ま
で
、
隈
な
く
展
開
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
系
統
を
明
ら

か
に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
望
む
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
本
論
文
に
お
い
て
相
撲
行
事
・
競

馬
行
事
な
ど
の
神
社
へ
の
導
入
に
お
い
て
、
そ
の
神
事
的
性
格
、
宗
教
性
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
行
事
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
、
本
論
文
提
出
者
伊
東
聡
子
は
、
博
士
（
神
道
学
）
の
学
位
を
授
与
さ

れ
る
べ
き
資
格
が
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

　
　
平
成
三
十
年
十
二
月
十
二
日

主
　
査
　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
岡
　
田
　
莊
　
司
　
㊞
　

副
　
査
　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
笹
　
生
　
　
　
衛
　
㊞
　

副
　
査
　
　
国

士

舘

大

学

教

授
　
　
藤

　
森
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－ 9 － － 8 －

　
　
　
　
　
鈴
木

　
聡
子

　
学
力
確
認
の
結
果
の
要
旨

　
左
記
三
名
が
各
専
門
分
野
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
学
力
確
認
の
試
験
を
行
っ
た
結
果
、
博
士 

（
神
道
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
学
力
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
平
成
三
十
年
十
二
月
十
二
日
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認
担
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主
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